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みんなの気持ち、思いや考えが 「響き合う」学校に！ 
 

校長  前 盛 朋 樹   

 長い４４日間の夏休みを終え、子どもたちの元気な声が菅原小学校に戻ってきました！2学期は１年の

中で一番長く、様々な教育活動が計画されています。修学旅行・キャンプ・遠足に、6年生の連合運動会

や5年生の連合音楽会、そして、菅原まつりもあります。また、地域の方が楽しい企画を準備してくださ

る、ふれあいレクリエーション「菅原っ子チャレンジ」も予定されています。 

 

始業式では、子どもたちに「３つの合言葉」をおくりました。 

①チャレンジ ～ 成長のために、目標を決めて「チャレンジ」しよう！ 

成功すれば自分に自信をつけることができ、失敗しても次の成功のもととなるチャレンジ。大きなこ

とでも小さなことでも、一人でもクラス（学年や学校全体）でも、様々な場面で「チャレンジ」をして

ほしい！ 

②スマイル ～ 「自分に何ができるか」を考えて行動しよう！ 

楽しい時 嬉しい時 幸せな時 人は笑顔になる。そういう時ばかりではないかもしれないけれど、「ど 

うしたら笑顔になれるか」「どうしたら笑顔でいられるか」考え、行動しよう！まずは自分自身、そして

自分の近くにいる人のために…。みんなに「笑顔」でいてほしい！ 

③リスペクト ～ 人の気持ちや考えを、自分と同じように「大切」にしよう！ 

相手を「尊敬する」「尊重する」「大切にする」こと、それがリスペクト。自分に好きなことや大事な 

こと、気持ちや考えがあるように、人にも好きなことや大事なこと、気持ちや考えがある。それを、自

分が「大切」にするのと同じように「大切」にしてほしい！ 

そして、あなたの周りには、「人のために動いている」友達や家族、大人がたくさんいて、その一つ一

つは当たり前ではないこと。それに気づいてほしい、気づける人になってほしい、感謝やリスペクトが

できる人になってほしい！ 

 

この2学期、そこに「チャレンジ」や「スマイル」や 

「リスペクト」があるのか、子どもたちに問いかけながら 

様々な教育活動を展開していきたいと考えています。 

子どもたちを真ん中に、みんなで菅原っ子を育てていき 

ましょう！そして、歌声が響き合うように、みんなの気持ち 

思いや考えが 心豊かに生き生きと「響き合う」学校にして 

いきたいと考えています！引き続き、ご支援・ご協力の程、 

何卒よろしくお願いいたします。 

 

                        

□か  考える子 

□が  がんばる子 

□や  やさしい心の子 

□け  元気な子 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

９月   8日（月） 委員会 

10日（水） ポエムさん（１・６年） 

 11日（木） ６年修学旅行（日光） 

12日（金） ６年修学旅行（〃） 

16日（火） 不審者対応訓練 

17日（水） ポエムさん（２・４年） 

18日（木） ５年キャンプ（愛川ふれあいの村） 

19日（金） ５年キャンプ（〃） 

22日（月） ポエムさん（３・５年） 

25日（木） 学校公開日 

26日（金） 学校公開日 

30日（火） クラブ 

10月    1日（水） ２年遠足（ズーラシア） 

      3日（金） １年遠足（麻溝公園） 

    6日（月） 委員会 

    7日（火） クラブ 

9日（木） ４年遠足（はまぎん子ども宇宙科学館） 

10日（金） ６年連合運動会（会場：中津小） 

14日（火） 避難訓練（地震） 

16日（木） ピンクシャツデー 

17日（金） ３年遠足（小田原方面） 

21日（火） 起震車体験（4 年） 

27日（月） 委員会 

28日（火） クラブ 

31日（金） 菅原まつり 

 

9・10 月の行事予定 

校内研究  「思いをカタチに ～考えよう・伝えよう・深め合おう～」 

校内研究主任   

  

 今年度、本校では「思いをカタチに ～考えよう・伝えよう・深め合おう～」を研究 

テーマに、国語科における表現力の育成に取り組んでいます。 

子どもたちには、自分の考えを持ち、それを的確に相手に伝え、友達との関わりを通し

てさらに考えを深めていく力を身につけてほしいと願っています。 

 

１学期には、６年生が短歌づくりに挑戦しました。自分の思いを五・七・五・七・七の

形式に表すだけでなく、友達と作品を見合いながら、言葉を選びなおしたり、表現を工夫

したりすることで、より自分の思いが伝わる表現を目指して、何度も推敲しました。 

子どもたち一人ひとりが「自分の思い」をよりよく伝えることができる力を育むため、

全校で研究を進めていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


